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生研における自動車の研究経過
平　尾 収

今や自動車工業はわが国の経済を支える大きな支柱となっており，今次の政府の所得倍増計画においても自動車

　　　　　　　　　　工業の急速な伸展がその計画の重要な基礎となっている．
一方わが国の自動車技術は過去10年間に急速な発達向上を遂げ，一応は世界的水準に達したと見られる面もある

が，貿易の自由化を目前に控えて，今後は激烈な国際的な技術競争に打ち勝ってゆかなければならない．このた

めには今まで以上の速度で技術の進歩向上を促す方法を考えなければならない．生産技術研究所の自動車研究グ

ループは昭和23年頃から自動車工学に関する基礎的な研究に着手し，懸架ばねの設計法の確立から，3枚ばねの

実用化・流体トルクコンバータの流体力学的な研究を基礎にして流体トルクコンバータ付自動車の動力性能の研

究に進み，その設計法の基礎を確立する等技術的な貢献を行なってきた．しかし自動車に関して，今後さらに研

究しなければならない問題は生産研究第9巻第12号に書いたように実に多くのものが残されている．われわ

れは今後さらに多くの研究者の協力を得て21世紀を支配する自動車を生み出す努力を続けたいと考えている．

　われわれが自動車に関する技術的な問題に関与するよ

うになったのは終戦後昭和21年に自動車技術会が設立さ

れてからのことである．自動車技術会は学会としての性

格と自動車工業会の技術部会としての性格とを併せ備え

たものとして，日本の自動車工業の技術水準を世界的な

水準にまで高めて，日本が工業国として繁栄する福祉国

家に発展するための一つの支柱にしようという，当時と

しては遠大なる目的をもって出発したものである．筆者

は遇然の機会から7人の設立準備委員の一一・一・人として創立

に参画することになった．このようにして発足した自動

車技術会の最初の仕事は国産の貨物自動車（当時はまだ

乗用車を生産することは禁止されていた）の性能試験を

行ない，その結果の科学的な検討を通じて性能向上を促

すことであった，政府もこのような方法を通じて国産自

動車工業を育成する方針を立てて，性能試験に必要な費

用に補助金を出したそして当時の統制経済の機構の下

で非常に入手難であった鉄鋼その他の原材料の配給を

この性能試験の成績に結び付けた．また銀行等の金融関

係もこの結果を重視する様子であった．このような状勢

であったので，厳正に客観的にかつ中立的な立場から性

能試験を実施することが要求され．そのために試験の内

容，方法結果の解析等の技術的，学術的な事項の立案，

実施，運営は，大学・研究所・試験所等に席を置く学者

・技術者にゆだねられることになった一tこのようなこと

で数年間にわたって実施された十数回にもおよぶトラッ

ク・バス・オートバイ・スクータまた乗用車の生産が許

されるようになってからは，乗用車の性能試験のほとん

どすべてに筆者自身参画することになった．このように

して国産自動車のほとんどすべてのものに接してみると

一・ｩ商品として完成しているかと見受けられるものにも

多くの欠陥があり，これを取り除くためには技術的に解

決しなければならない多くの問題があって，それらの多

くはまた工学の基礎的なテーマに深いところで結びつい

ていることを体験として把握する結果になった．

　これらの多くの問題のうちからまず自動車の乗心地を

良くするために振動緩和の研究を取りあげることにな

り，懸架機構ことに懸架ばねの合理的な設計法を確立す

ることを目標とした研究を生研で始めることにして，こ

のために必要な自動車試験台を備えて研究に着手したの

が昭和24年頃である．ちょうど時を同じくして当時明

治大学におられた故小川太一郎先生を初めとするグルー

プが懸架機構に用いる吸振器の研究に着手されたので，

これと合同して昭和25年から27年まで文部省の科学

試験研究費の交付を受けて，広い基盤に立った自動車の

振動緩和に関する研究が始まることになった．このグル

ープによる研究は3年間続けられその結果吸振器につい

ては当時寿命の点で日本ではまだ実用にはならないとさ

れていた油吸振器の性能が飛躍的に向上し，またばねに．

ついては，生研の亘理教授の独創的な解析と実験を伴っ

た研究が結実していわゆる「3枚ばね」が誕生し，国産

乗用車の3枚ばね時代の出現をみた（トヨタのトヨペッ

トクラウン，富士精密のプリンススカイライン，日産の

ブル・一バード，セドリック等はすべて3枚ぼねである）．

　一方昭和25年にいすS“自動車からの研究委託を受け

て石原助教授が中心となり流体トルクコンバータの流体

機械学的研究に着手し，昭和26，27年には文部省の科学

試験研究費の交付をも受けて理論的な解析と実験的な研

究とによって高性能の流体トルクコンバータの設計法を

確立することができた．現在この分野で活躍している第

一線の技術者はほとんどすべて一度は石原研究室を訪れ

てその指導を受けているといっても過言ではあるまい．

　このようにして流体トルクコンバータの流体機械学的

な立場からの設計法は一応確立するに至ったが，これを

自動車の変速機として使用する場合には，自動車の性能

にどのような変化をおよぼすかということに関連して自

動車の動力性能論の立場から検討しなければならない多

くの問題があった．たとえばエンジンの大きさに対して

流体トルクコンバt－一一一一タの容量をどのように選定すべぎ

か，また補助変速機を用いる場合の歯車比の選定，また

終減速比の定め方等の自動車の全体計画のときの立場を

明らかにする必要があった．

　そこで前述したようにコンバータの研究のときから協

力を得ていた，いすS“自動車の外に新たにトヨタ自動車

の参加協力を得て，生研側は，現在はご病気のため退官
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された宮津純教授を中心にして，現在カリフォルニア大

学に移られた高橋安人教授および現在の自動車研究グル

t－一・・一 vの中心をなす亘理・石原・筆者の三人が協力して流体

　トルクコンバータ付自動車の研究に着手した．この研究

に対しても昭和28年と29年に文部省の科学試験研究費の

交付を受けることができた．生研といすS“自動車とトヨ

タ自動車の三者協力の研究はちょうど1年間続いて日本

で初めての流体トルクコンバータ付小型乗用車の試作を

完成することができ，トルコン付自動車の全体計画に必

要な多くのことがらを明らかにすることができた．一方

この研究の結果，流体トルクコンバー一タ自身に関する問

題としても100～150馬力程度の自動車用としては大型の

ものから50馬力程度の比較的小型のものまでの流体機械

的な性質を明らかにすることができた．しかしもっと小

型の数馬力程度のコンバータについてはこれらの設計上

の資料をそのまま適用し得るか否かについては，まだ多

くの疑問があり，流体機械学の立場から興味深い問題も

残されているというのが石原助教授の意見であった．そ

こでこのような超小型流体トルクコンバータの研究に着

手することになり，たまたま富士重工業株式会社の協力

も得られることになって，同社の製品であるラビットス

クータに適合する容量の超小型トルクコンバータの設計

資料を整えるための研究を進めることになり，昭和29年

から31年まで同社からの研究委託を受けることになっ

た．この研究も順調に進み，3年目の昭和31年には研究試

作の段階をほぼ終わり，製品として多量生産に移すため

の試作の段階に進展した．そしてさらに2年経過して昭

和33年には，このトルクコンバータ付のラビットスク

ータが本格的な多量生産に移されて今日に至っている．

　このように非常に小型の，しかも性能の非常によい流

体トルクコンバータは世界でも他に例がなく，日本独特

の製品として誇ってよいものと思う．またさきに開発し

たやや容量の大きいものも最近2000c．　c．級の乗用車に

徐々に用いられるようになる気運にあり，ついでバス等

の大型のものにも用いられるようになってゆくものと思

っている．現在日本で生産されている車種について検討

すると，流体トルクコンバータを用いることによってそ

の長所を発揮して，しかも短所が出ないようにするのに

最も適した車種はスクータであり，大型の車種になるほ

どまた乗用車よりはバス，バスよりはトラックの方が性

能上の問題点が多くなるはずなのである．このスクータ

にトルクコンバータを取り入れて，商品としてほぼ完成

した姿にするのに，約5力年を要したわけであるから，

他の車種について設計の全体計画の再検討をして，これ

を取り入れるためにはもっと息の長い研究が必要なわけ

である．しかし全体としては流れはこの方向に向かって

いるものと思っている．

　また前にさかのぼって筆者は昭和25年頃から自動車
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に無段変速機を使用した場合の，理想的な制御方法につ

いての研究を行なって，無段変速機の動力伝達効率が

70％程度あればこの理想的な制御方法を採用すること

によって相当勝れた性能の自動車に仕立てることができ

るとの結論を得ていた．このような無段変速機として

は，純粋な機械式のもの，電気式のもの，油圧式のもの

等がすでに他の用途に使用されていたが自動車用の変速

機として用いる場合には検討しなければならない多くの

問題があるはずであった．そこでいろいろ検討を加えた

結果われわれとしては油圧ポンプと油圧モータを組み合

わせた方式を自動車用の無段変速機として開発し，これ

に理想的な制御機構を組み合わせた新らしい自動車の体

系を開発する計画を立てて石原助教授が中心となってま

ず油圧ポンプと油圧モータの調査に着手したのが昭和

29年頃のことである．この研究は現在も続けているも

ので，実験室内でベンチ試験を行なうための試作ができ

て，現在基本的な資料を得るための試験を実施中であ

る．計画ではこれを車に取り付けて，自動車試験台上で

理想的な制御を行なうための諸条件を求めるための実験

を十分行なって，実用にもある程度適合するような構造

の試験車にまとめたいと考えている．われわれはこのよ

うな方式の自動車の可能性を期待しているわけである

が，これが実用面と結びついて一般に考えられるように

なるまでには，なお少なくとも3年くらいの期間を必要

とするであろう．

　また数年前から国産乗用車が米国にも輸出されるよう

になって高速性能の向上が急に重要なことがらとなって

きた．最も重要な問題は高速走行時の騒音と車体振動の

問題および安定性の問題である．この両者とも非常に複

雑な内容を含んでいて満足な結果に到達するまでには多

くの努力が必要であると思われる．主として亘理教授と

筆者とが協力してこれらの問題の研究に必要な試験装置

として防音室内に納めた自動車試験台の設置を計画して

いる．これは最高速度250km／時までの状態が得られ，

そのときの振動・騒音・動力性能・運動性能の研究に必

要な諸計測ができるようにしたいと考えている．

　かようにわれわれは昭和21年以来自動車の性能向上の

ための研究を続けてきたが，自動車は飛行機・船舶・鉄

道と共に文明社会に欠くことのできないものであり，わ

れわれの日常生活において一番身近にあるものであるに

もかかわらず学問的には未開の分野が非常に多く残され

ていて，今後の発達進歩のすう勢に遅れないようにする

には多くの基礎的な問題の解明の努力が必要である，

　これから生研において新しく取り上げることにしてい

る研究問題としては自動車試験台による高速時の安定性

に関する研究，おなじく自動車を運転する場合の人間の

特性に関する研究，自動車用の原動機についての新しい

分野の開拓等がある．　　　　　　　　　（1961．3．15）


